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第21回 全国共同利用大型計算機センター運用会議議事要旨

第21回 全国共同利用大型1言卜算機 センター運用会議が、次の とお り開催 された。

日ll芋II召 和146年12月11日q:)10:00～16:30

場 所 北海道大学大型計算機セ ンター会議室

議`F

I報 告 事 項

各センターの現況についてそれぞれ報告があった。

II審 議 事 項

1.端 末設置基準について

東京大学大型計算 機センター ・リモー ト・バ ッチ ・ステーション設置に関する規則(案)に つい

て、種 々意見交換があ り、制定 までに、運用会議の意見を参考 にして、さらに検討することになっ

た。

2.SSLの ソー スリス トの公開について

メーカー作成のSSL(科 学技術計算用サブルーチン・ライブラ リー・プログラム)の現況およびその

ソー スリス トの公開の問題について、各セ ンターか ら報告があり、今後、この種のライブラリー ・

プログラムについてセンター問で情報を交換 し、特に同一機種のセンター間ではライブラ リー ・プ

ログラムに関する障害等について密接 な連絡をとることになった。

3.負 担金について

負担金 ・料金問題小 委員会から検討 した'1噸 について報告があり、 さらに、各項 目について具体

的 に検討を行 なうことになった。

4.セ ンター問の協議 について

センター問の協議の場の整理 、組織化を図るため、センター間で行 なわれている会議、研究会等

の実情をまとめ、次回運川会議に持 ち寄ることになった。

5.そ の 他

(1)京 都 大学の利用 負担金の改訂案 を了承 した。 また、各センターにおいても負担金を改訂す る

際は、運用会議の了解 を求めることになった。

(2)京 都 大学プログラム指導員のジョブの取 り扱 いの変更 を了承 した。

(3)農 林省水産 大学校教官の不1川資格について、意見交換が行なわれた。

(4)・ つの課題番号を複数人で使用 することは認めないことを確認 した。 また、 グループ利用に

ついては、今後、検討することになった。

(5)各 セ ンターにおけるシステム処理能力測定の際 などは、相互に協力体制 をとることになった。

(6)電 子 計算機 ならびに周辺端末機器の互換性 に関す る申 し入れ をメーカーに行 なったが、これ

に解説文 を付 して、各センターの広報に掲載することになった。


